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2 相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること） 

(1) 併用禁忌（併用しないこと） 
名称 臨床症状・措置方

法 
機序・危険因子 

植込み型心臓ペ
ースメーカ又は
侵襲式体外型心
臓ペースメーカ 

ペースメーカの
効果を完全に遮
断することがあ
る。 

解離電流（DC12V 
20mA）の影響によ
り、ペースメーカな
どの装置が非同期モ
ードに入る。 

心臓カテーテル 心室細動を引き
起こす危険性が
ある。 

解離電流（DC12V 
20mA）の影響によ
り、心室細動を引き
起こす。 

 
(2) 併用注意（併用に注意すること） 
名称 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
電気メス 装置が誤作動し、マイ

クロ波が出力しなくな
る。 
電気メスを使用する際
は、デバイスを生体に
接触させないこと。 

電気メスからの高電
圧の衝撃で装置の電
子回路が破損する。 

 
3 不具合・有害事象 

(1) 重大な不具合 
① 可燃性麻酔剤のある場所での作動による爆発 

② 他の電子機器との干渉 

(2) 重大な有害事象 
① 植込み型又は体外式ペースメーカを装着した患者の手術に

使用する際のペースメーカの停止、固定レート化、不正レー

ト発生などの作動干渉及び心室細動 

② 心臓カテーテルと併用した場合の心室細動 

③ 過度の発熱による熱傷・組織損傷 

④ 狭い術野での処置・小付属器官への適用における、意図しな

い熱傷・組織損傷及び不可逆性組織壊死 

(3) その他の有害事象 
① アレルギー反応(金属) 
 

4 妊婦、産婦、授乳婦及び小児等への適用 

(1) 妊婦への適用は確立していない。 
 

5 その他の注意 

(1) 接続プラグに水やその他の液体等をかけないこと。また、濡

れた手で接続プラグを触らないこと。［故障や電撃の原因とな

るおそれがある。］ 
(2) 本品の性能を最適に保つために先端部に付着物が多くなら

ないよう、こまめに除去すること。 
 

【保管方法及び有効期間等】 
1 貯蔵・保管条件 

(1) 清潔な場所に保管すること。 
(2) 水のかからない場所に保管すること。 
(3) 高温、多湿、直射日光、塩分・イオウ分を含んだ空気などを

避けて保管すること。 
 

2 使用期限 

滅菌後3年間。［自己認証による。］ 
 
 
 

【主要文献及び文献請求先】 
 

文献請求先 

日機装株式会社 メディカル事業本部 
Tel. 03-3443-3751 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
1 製造販売業者 

日機装株式会社 
Tel. 03-3443-3751 
 

2 製造業者 

サンエー精工株式会社 
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